
評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－１　学校施設の整備 No. 1

事 業 名 施設の耐震化工事 担　当　課 教育総務課

平成２７年度にお
ける具体的な事業
実施内容
※取り組み、実績、成
果について、数値や金
額等を用いて具体的に
記入すること。

平成26年度阿波中学校技術室棟解体工事が完了し耐震化率100％となった。

事 業 概 要 教育施設整備計画に基づく実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 完了
１００％ －

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

今後は、建物の老朽化対策等、長寿化
に向けた管理計画を立て、教育環境の整
備に努めてください。

実施 実施 実施 完了１００％ -

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－１　学校施設の整備 No. 2

事 業 名 施設バリアフリー化 担　当　課 教育総務課

平成２７年度にお
ける具体的な事業
実施内容
※取り組み、実績、成
果について、数値や金
額等を用いて具体的
に記入すること。

伊沢小学校へエレベーター設置工事（工事請負費36,104千円）を行い、施設のバリアフリー化を図っ
た。

事 業 概 要 教育施設整備計画に基づく実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

今後も、市内の子供たちが同じ環境で学
び・生活できるように推進してください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－１　学校施設の整備 No. 3

事 業 名 教育設備の充実 担　当　課 教育総務課

平成２７年度にお
ける具体的な事業
実施内容
※取り組み、実績、成
果について、数値や金
額等を用いて具体的に
記入すること。

各小中学校へタブレット機器（使用料及び賃借料2,970千円(月額リース料)）を導入し、情報教育をは
じめ、あらゆる教育活動に役立てている。

事 業 概 要 時代に即した教育の実践に必要な整備

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

充実 充実 充実 充実 充実

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

ICT機器の有効活用に努めてください。

充実 充実 充実 充実 充実

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 4

事 業 名 幼稚園教育要領に基づく教育の実施 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

各園において、幼稚園教育要領に基づく教育課程を作成し、各園の実態に合わせた指導計画を
策定している。特に発達や学びの連続性を踏まえた教育を意識して、教育活動を行った。

事 業 概 要 発達や学びの連続性を踏まえた教育の充実

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

今後も各園及び認定子ども園の実態に
合わせた指導計画を策定し、教育活動
を行ってください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 5

事 業 名 4～5歳児就園の促進 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

各園において3歳児を対象に、幼稚園の行事（体験入園等）などにあわせて情報提供を行ってい
る。地域との交流・生活発表会・ミニ運動会などにも参加できるよう働きかけ、交流保育を行って
いる。

事 業 概 要 未就園児への園開放、保護者への情報提供

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている。

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

未就園児を招待し、今後も地域との交
流に努めてください。
また、健康福祉部とも連携し取り組んで
ください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 6

事 業 名 子育て支援の充実 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

教育課程に係る保育時間終了後に行う教育活動として、預かり保育を実施している。保護者の
就労や預かり保育を希望する園児の受け入れを18時まで実施している。
長期休業中は8時30分から18時まで
延長保育は19時まで
土曜保育は8時から12時15分とし、保護者のニーズに合わせた対応をしている。
（預かり保育料1か月4,000円、延長保育日額250円、土曜保育日額500円）

事 業 概 要 預かり保育の充実

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

保護者のニーズに合わせた対応に努
めてください。

充実 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 7

事 業 名 幼稚園・保育所の相互交流の推進 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

阿波市人権教育研究大会が4町を輪番にて開催され、保育所、幼稚園、小・中学校が相互に交
流をしながら、公開授業・講演・演劇などを実施した。
幼稚園、保育所では、保育所・幼稚園整備計画策定に向けての協議と切れ目のない保育・教育
を行い、子育て支援を推進するための合同研修会を重ねた。

事 業 概 要 幼稚園・保育所の合同研修等

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

現在の研究大会・幼保認定こども園で
の合同研修を維持しながら、今後も、
幼保が交流できる研修を取り入れてく
ださい。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 8

事 業 名 小学校・保育所との連携強化 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

幼稚園、小学校の交流においては、各園が幼稚園・小学校のなめらかな継続に向けての取り組
みを工夫し、小学校合同の運動会・避難訓練・交通安全教室などを行った。保育所との交流に
ついては、柿原幼稚園が合同運動会を実施し、各園においては体験入園、七夕まつり、徒歩遠
足や避難訓練、また定期的に園児と保育児との交流を行った。

事 業 概 要 幼稚園・保育所・小学校間での交流拡大

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

幼稚園と保育所・小学校が行事など
で、交流できるよう努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 9

事 業 名 将来的な幼児教育体制の検討 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

3年保育は実施していない。現在、一条認定こども園・土成中央認定こども園・八幡認定こども園
が開園されている。幼保連携認定こども園への移行に向け、市内全域の保育所、幼稚園の整備
計画策定に子育て支援課と取り組んだ。

事 業 概 要 3年保育・幼保一体化・こども園の実現

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 検討 検討 検討 検討

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

市場町、土成町、吉野町では、平成２７
年度から認定子ども園が開設され、関
係機関との連携により保育所・幼稚園
整備計画の策定に向け検討が必要で
す。

検討 一部実施 一部実施 一部実施 一部実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 10

事 業 名 読書活動の充実 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

市内すべての小・中学校は朝の読書活動を積極的に推進した。また、読書ボランティアによる読
み聞かせも多くの幼・小学校で実施した。ブックリストについても、多くの学校で作成している。

事 業 概 要 朝の読書活動、ブックリスト作成

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

読書ボランティア、ブックリストについて
も現状のまま継続してください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 11

事 業 名 学習指導要領に基づく教育の実施 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

各学校においては、わかる授業の実践をめざし、指導方法の工夫、改善に取り組んだ。また、阿
波踊りの技能を学んだり、阿波市内の名所旧跡巡りを行ったりして、伝統や文化に触れる学習
の充実を図った。中学校では、言語活動の充実とともに理数教育や英語教育の充実を図ってい
る。

事 業 概 要 小学校は平成23年度から、中学校は平成24年度から完全実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

阿波市内の伝統や文化を取り入れた
学習を現状のまま行ってください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 12

事 業 名 研究指定校の推進 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

市内すべての小中学校では、学力向上実行プランに基づき、学力向上の取り組みを進め
た。また、阿波西高等学校、阿波中学校、阿波中学校区内の小学校が、英語教育強化地
域拠点事業の認定を受け、小・中・高で連携のとれた教育環境を育み、高校までを見通
した教育課程や指導方法、評価方法の研究開発を行った。

事 業 概 要 学力向上に関する研究指定校の導入

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

英語教育強化地域拠点事業の成果
を、市内すべての学校に普及、啓発
してください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 13

事 業 名 各学校における体験活動の充実 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

将来、社会的、職業的に自立し、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実
現するための力を育成するためにキャリア教育に取り組んだ。キャリア教育の一環として取り組
む職場体験学習は、すべての中学校で2日間実施した。

事 業 概 要 諸行事・キャリア教育の推進

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

今後も職場体験学習などに努め生徒
の職業観、勤労意欲を育むチャレンジ
精神の醸成や資質の向上に育んでくだ
さい。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 14

事 業 名 教職員の資質向上 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

授業研究を中心とした研修の充実、ICT機器の効果的な利用促進を図るICT活用能力の育成、
教育の情報化の充実に向けて研修を進めた。

事 業 概 要 各教科の指導、ＩＣＴ能力の校内研修実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

ICT機器を活用し、児童生徒の学力向
上に努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 15

事 業 名 県学力調査の活用 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

10月実施の県ステップアップテスト（小5、中2）の結果をもとにして、授業改善など学力向上の取
り組みを強化した。タブレット型パソコンを全小・中学校に導入し、ICT機器を活用した授業づくり
や楽しくて、よくわかる授業の実践に努めた。

事 業 概 要 徳島県学力調査の参加継続、学習指導の改善

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

今後も授業改善などで学力向上に取り
組んでください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 16

事 業 名 心の教育、人権教育の充実 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

各幼稚園では、野菜や花の栽培を高齢者の人たちとの交流を交えて実施したり、命のリレープ
ロジェクトとして、人権擁護委員による絵本読み聞かせや人形劇を行った。また、各学校では、
人権教育推進のための校内研修を実施し、家庭や地域社会との協力体制（参観日の道徳の授
業公開・学校通信等の広報など）のもと、道徳教育・人権教育の充実を図った。阿波市人権教育
研究大会を開催し、就学前（土成中央認定こども園）の講演会、御所小・土成中で公開授業を
行った。

事 業 概 要
命の大切さを学ぶ動植物の育成、世代間交流、人権教育指定研究校の導入、学校内の人権尊
重の推進

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

人権教育は幼稚園の時から大切です
ので、今後も継続して行ってください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 17

事 業 名 芸術・文化活動の充実 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

小学校では、地元の龍虎連を招いて阿波踊りを練習し、運動会などで披露した。大俣小学校で
は、「じょうれい踊り」を大俣婦人会が指導し運動会で披露した。また、小学校では4年生を中心
に阿波市の名所・旧跡めぐりを実施し、文化財について学習した。巡回講演事業で、日本フィル
ハーモニー交響楽団の演奏や人形劇、演劇に参加体験し、鑑賞することで文化芸術を味わっ
た。

事 業 概 要 地域連携による郷土文化の継承活動、教科や特別活動における主体的な芸術・文化活動

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

地域の人との交流を図り、阿波市の文
化財などの学習を今後も行ってくださ
い。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 18

事 業 名 環境教育の充実 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

学校版環境ISOについては、土成小学校・八幡小学校・市場小学校・久勝小学校が継続認定、
林小学校が新規申請し、学校における節電・ごみ分別・リサイクル活動・環境美化などに取り組
んだ。

事 業 概 要 発達段階に応じた教育、地域連携、学校版環境ＩＳＯ拡大

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

小・中学校で環境について学習し、阿
波市の自然保護に努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 19

事 業 名 体力調査の活用 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

全国体力・運動能力・運動習慣等の調査に、市内すべての小学5年生と中学2年生の児童生徒
が参加した。各学校においては、この調査結果の分析はもとより、子どもの生活実態・健康状態
を把握しながら独自の行事や、子どもたちが運動する時間を確保しながら体力向上の取組を
行った。

事 業 概 要 全国体力調査の参加継続、指導の改善

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

今後も、独自の行事や運動する時間を
確保しながら、体力向上に努めてくださ
い。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 20

事 業 名 運動習慣の定着 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

幼稚園、小・中学校といろいろな時間を有効に活用し、運動習慣の定着を図った。小学校では、
遊具検定を実施したり、体力向上指導員派遣事業や阿波市スポーツ推進委員を活用し、健康増
進や体力向上を図った。

事 業 概 要
始業前や総合的な学習の時間を活用した外遊び実施、部活動の活性化、遊具検定やキンボー
ル大会の実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

今後も、体力向上指導員やスポーツ推
進委員を活用し運動能力向上に努め
てください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 21

事 業 名 健康教育の推進 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

健康診断はすべての幼稚園、小・中学校で実施し、健康の保持増進に努めた。健康教育を進め
るにあたり、各学校においては児童生徒の実態に応じ、歯磨き指導、環境衛生検査、救急救命
講習、また薬物乱用防止教室を開催し、薬剤師による指導・啓発を行った。

事 業 概 要 健康診断、性教育、薬物乱用防止教室等の実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

児童生徒に歯と口の健康づくり・アレル
ギー・タバコの害などについて、講演会
を今後も行ってください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 22

事 業 名 食育の推進 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

食生活の状況や基本的な生活習慣の課題等についての情報を学校だよりや学校給食だよりを
活用し、家庭や地域に発信した。キッズ野菜ソムリエが、ジャガイモを植え、収穫し、学校給食の
献立に提供した。「Awaキッズ食育パネル展」を開催し、地産地消推進状況や食育の取り組みを
展示した。
（キッズ野菜ソムリエ　小学2年生　145名認定）

事 業 概 要 学校・家庭・地域の連携による食育の推進

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

生活習慣の課題等の情報を学校だより
などで家庭や地域に発信してください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 23

事 業 名 小・中学校の連携強化 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

中学校のオープンスクールに6年生が参加し、小・中学生の交流学習を行ったり、また、部活動
見学や文化祭の折にも交流の場を設けたりして連携強化を図った。

事 業 概 要 部活動等の合同練習の実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

小学校と中学校の交流を今後も行って
ください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－２　生きる力の育成を重視した教育内容の充実 No. 24

事 業 名 就学援助の実施 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

小学校231件、中学校158件の就学援助（準・要保護）を実施した。

事 業 概 要 教育の機会均等の理念に基づく就学援助

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

就学が困難な児童生徒の保護者に対
し、今後も就学援助を行ってください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－３　家庭や地域との連携・融合 No. 25

事 業 名 体験活動の充実 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

児童・生徒が地域の祭り、やねこじきへ参加し、阿波中学校・市場中学校の美術部が作品を制
作し展示した。阿波市10周年記念事業で、阿波市小・中・高合同音楽祭を開催し、地域の文化
芸術の発展に努めた。また、慰霊祭に中学生が参列し、平和への誓いを語った。

事 業 概 要 地域行事への参加、プログラムの拡充

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている。

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

今後も体験活動として、地域の行事の
参加に努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－３　家庭や地域との連携・融合 No. 26

事 業 名 ゲストティーチャーの活用 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

ゲストティチャーを活用し、農業体験、茶道教室、竹細工教室、人権教育、地域の歴史・地理を
学ぶ取り組みを行うなど、地域の教育力を生かした活動を行った。郷土を愛する心を養う教育に
つながった。（学校支援ボランティア　53名登録）

事 業 概 要 ゲストティーチャーの増加、プログラム拡充

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

いろんなゲストティチャーを招き、地域
を学ぶ学習を進めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－３　家庭や地域との連携・融合 No. 27

事 業 名 施設開放の推進 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

小・中学校施設については、市民のニーズに応じて開放した。

事 業 概 要 幼稚園・学校施設の開放、活用

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

地域の方のニーズに応じ開放を行って
ください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－３　家庭や地域との連携・融合 No. 28

事 業 名 評議員制度の定着と活用 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

すべての幼稚園、小・中学校では、評議員制度を活用し、定例会を年2～3回開催している。ま
た、学校関係者評価を評議員の参加を得て実施した。

事 業 概 要 幼稚園・学校の評議員制度の活用

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

定例会などに評議員の参加をお願いし
てください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 ■ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－３　家庭や地域との連携・融合 No. 29

事 業 名 学校支援地域本部事業 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

学校支援ボランティア事業で、地域の人材を確保し、総合的な学習の時間等で地域の人・もの・
ことを活用した授業が行われている。しかし、コーディネーターの確保はできていない。

事 業 概 要 コーディネーターの確保、地域資源の活用

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

さらにコーディネーターの確保に努めて
ください。

充実 充実 充実 充実 充実

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－４　心の問題への対応 No. 30

事 業 名 関係機関の連携強化 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

不登校問題対策協議会を2回開催した。学校、民生児童委員、青少年育成センター、家庭相談
員等との連携を進めた。

事 業 概 要 不登校問題対策協議会の開催、阿波っ子スクールサポートチーム（ASST）との連携など

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

今後も関係者の方と連携を図ってくださ
い。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－４　心の問題への対応 No. 31

事 業 名 適応指導教室「阿波っ子スクール」の運営 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

阿波っ子スクールでは、基本的生活習慣の改善、基礎学力の補充等のための相談・適応指導
を行い、農業体験やスポーツ活動、ボランティア活動や職業体験等、さまざまな活動を通して、
学校への復帰や社会的な自立を図った。
（通級した生徒は中学生7名、復帰できた生徒は中学生1名、一時的通級は中学生2名、相談等
は小学生3名　中学生4名）

事 業 概 要 不登校児童生徒の学校復帰や社会的な自立の支援

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

不登校の児童・生徒のためにも教育相
談を行ってください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－４　心の問題への対応 No. 32

事 業 名 教職員の指導力向上 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

各学校においては、いじめ防止対策基本方針を作成し、体系的・計画的にいじめ問題に取り組
むようにした。また、個別指導はもとより、学年集会・家庭訪問などの取組みを強化するととも
に、アンケートや教育相談を実施し、未然防止に努めた。

事 業 概 要
いじめを許さない学級運営、カウンセリング能力向上、県児童生徒の問題行動に対する初期対
応マニュアル活用

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

児童生徒が問題行動を起こさないよ
う、家庭訪問や教育相談を行い未然防
止に努めてください。

充実 充実 充実 充実 充実

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－４　心の問題への対応 No. 33

事 業 名 相談機能の拡充 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

養護教諭、特別支援教育コーディネーター、スクールカウンセラー、巡回指導員等により、相談
機能を拡充した。

事 業 概 要 保健相談・発達相談の実施、スクールカウンセラーや心の教育相談員の配置

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

今後も児童生徒のために相談機能の
拡充を図ってください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－５　特別支援教育の充実 No. 34

事 業 名 障害のある幼児の教育環境の充実 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

平成27年度は、預かり保育担当者7名、特別支援加配担当者7名を配置し、預かり保育の充実と
特別支援を必要とする園児への個に応じた指導に努めた。

事 業 概 要 預かり保育担当者や職員の加配継続

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

預かり保育や特別支援の充実に努め
てください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－５　特別支援教育の充実 No. 35

事 業 名 特別支援連携協議会の充実 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

特別支援連携協議会を2回、また、『特別支援教育の今日的課題』『障害のある子ども達を育む
上で』というタイトルで講演会を開催した。専門的な指導を受け、関係諸機関との連携を図った。

事 業 概 要 関係機関の連携強化、より良い支援のあり方の検討

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

連携協議会や研修会を行いより良い支
援に努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－５　特別支援教育の充実 No. 36

事 業 名 「個別の教育支援計画」の活用 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

各学校ごとに「個別の教育支援計画」を作成し、児童生徒の一人ひとりのニーズを正確に把握
するとともに、長期的な視点をもった的確な教育的支援に取り組んだ。

事 業 概 要 計画書の形式統一、活用方法の検討

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

個別の教育支援計画を作成し、長期的
な視点をもって的確な教育的支援を今
後も行ってください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－５　特別支援教育の充実 No. 37

事 業 名 通級指導教室の計画的な設置 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

通常学級（普通学級）に在籍する自閉症や学習障害（LD）等がある子どもたちへの支援の必要
性は高まっているが、通級指導教室の設置はできていない。

事 業 概 要 発達障害などに対応した通級指導の体制整備

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 検討 検討 検討 検討

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

■ できていない

■ できていない

Ｈ２７

■ できていない

総 合 評 価 Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

現在の加配教員制度を活用し、充実し
た特別支援教育を推進してください。

充実 充実 充実 充実 充実

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－５　特別支援教育の充実 No. 38

事 業 名 相談支援体制の充実 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

特別支援学校の巡回指導員や総合教育センターの指導主事等の指導を受けた。学校での個別
指導を進め、校内研修の講師とも連携を強めた。

事 業 概 要 特別支援学校との連携、専門家による相談

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

巡回指導員や総合教育センターの指
導主事の指導を受け、校内研修の講
師と連携を図ってください。

充実 充実 充実 充実 充実

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－５　特別支援教育の充実 No. 39

事 業 名 特別支援教育への理解促進 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

オープンスクールにおける授業公開や教育相談、学校だより、講演等を実施し、特別支援につ
いての理解・啓発を図った。

事 業 概 要 特別支援教育の理解啓発

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

今後もオープンスクールを行い、特別
支援教育について理解啓発に努めてく
ださい。

充実 充実 充実 充実 充実

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－５　特別支援教育の充実 No. 40

事 業 名 海外帰国・外国人児童生徒への支援 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

県の「帰国・外国人児童生徒いきいきモデル事業」を活用し、日本語教育が必要な児童に対して
の支援を行った。

事 業 概 要 就学相談、日本語指導

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

外国からの転入児に対し、県の事業を
活用しながら、日本語指導の対応に努
めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－６　安全対策の強化 No. 41

事 業 名 地域全体の連携強化 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

・通学路の点検（学校、警察、地域等の連携）
・のぼり、旗、街頭補導（学校、警察、地域等の連携）
・登下校時のパトロール　・スクールガードリーダーによる巡回指導と学校安全に対する指導を
行った。

事 業 概 要 青少年育成センター・関係機関・家庭・地域組織などの連携

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

通学路の点検を行うとともに、街頭補
導に努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－６　安全対策の強化 No. 42

事 業 名 不審者対策の推進 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

・青少年育成センターの活動＜登下校のパトロール・不審者情報の提供・有害図書の回収（市
内4箇所、白いポスト）　・広報活動の実施（リーフレット、ポスター、カレンダー等作成）　・街頭パ
レードの実施（学校、警察、地域等の連携）　・ゲームセンター、量販店、書店等の巡視　・フィル
タリング研修会　・隣接する青少年育成センター等（吉野川市、板野西部、名西郡）との合同パト
ロール＞

事 業 概 要 地域や関係機関との協力、防犯活動の充実

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

有害図書の回収・ゲームセンターなど
の巡視などに努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－６　安全対策の強化 No. 43

事 業 名 防災教育の充実 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

すべての小・中学校で防災計画を作成し、防災管理についての必要事項を定め、災害時に備え
るようにしている。平成27年6月に御所小学校・林小学校でそれぞれ学校を含む自主防災組織
連合会として、地域での防災訓練を実施した。

事 業 概 要 幼稚園・小・中学校の防災計画作成、地域との合同避難訓練

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

今後も小中学校と地域との合同訓練の
実施に努めてください。

充実 充実 充実 充実 充実

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－６　安全対策の強化 No. 44

事 業 名 安全施設の整備促進 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

各小・中学校・保護者・警察・東部県土整備局吉野川庁舎道路担当・市建設課・教育委員会が
合同で危険箇所の点検・調査を行い、関係機関へ改良等の要望を行った。
〈点検箇所の状況〉
小学校　市内　25箇所
中学校　市内　　9箇所

事 業 概 要 危険箇所の改良、歩道やガードレール整備の要請

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

要請 要請 要請 要請 要請

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

危険箇所の調査を行い、関係機関へ
改善の要望を図ってください。

要請 要請 要請 要請 要請

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－６　安全対策の強化 No. 45

事 業 名 危機管理能力の育成 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

市内小学校において、防犯教室（学校、警察、地域との連携）を実施した。

事 業 概 要 青少年育成センター・警察署と連携して防犯教室の実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

学校で防犯教室の実施を継続してくだ
さい。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－７　学校給食体制の充実 No. 46

事 業 名 阿波市学校給食センター建設 担　当　課 教育総務課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

新給食センター建設工事が平成26年7月に竣工し、平成27年4月からは市内小学校・中学校・幼
稚園及び認定こども園に統一した献立で学校給食を実施している。

事 業 概 要 センター整備、市内統一の給食実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 検討 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

適切な維持管理に努めてください。

検討 実施 実施 竣工 －

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－７　学校給食体制の充実 No. 47

事 業 名 安定供給体制の構築 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

平成27年4月からは吉野町・土成町の小・中学校に提供を開始。あわせて市内の全ての幼稚園・認定こ
ども園（4・5歳児）へ給食提供を開始した。27年度からは、阿波市内において学校給食の統一が実施でき
ている。学校給食センターで年間を通して大量消費される農産物を地場農産物で継続的に供給できるよ
う、阿波市学校給食農産物供給協議会と連携し「阿波市学校給食地産地消推進計画」に基づき地域食
材の利用促進を進めた。
阿波市学校給食農産物供給協議会は、毎月1回開催し、4ＪＡ、給食センター、農業振興課、学校教育課
で協議し、地産地消を推進している。

事 業 概 要 地元農家・ＪＡ・生産者組合との連携と組織的な運営

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

今後も、児童生徒の給食に使用する阿
波市産の食材の調達に努めてくださ
い。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－７　学校給食体制の充実 No. 48

事 業 名 地産地消の推進 担　当　課 給食センター

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

平成25年2月に策定した「阿波市学校給食地産地消推進計画」の開始年度でもある平成27年度は、市内
の4つのJAと市関係各課で構成する「阿波市学校給食農産物供給協議会担当者会」を毎月1回開催し、
翌月の納入品目の協議や翌々月の作付状況の確認・検討の後に献立を決定するなど地場農産物の安
定的供給に取り組んだ。また、市内の障がい者支援就労支援センターも納入業者として登録し、生産物
を納入するなど、できるだけ多くの安全安心な地場農産物を継続的納入に取り組んだ。
・27年度地産地消　　目標数値　  農産物　   45％　　　米100％
　　　　　　　　　　　　　実　　　績　  農産物　45.2％　 　 米100％
・1月28日「Ａｗａ産Ｏｕｒ消」の日（阿波市産農産物を多く活用した献立）の実施

事 業 概 要 阿波市内生産食材の活用

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

地元野菜の確保のため、関係機関と連
携し、安全安心な給食の提供に努めて
ください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－８　高等学校との連携強化 No. 49

事 業 名 中高連携の強化 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

文化祭などの学校行事に、阿波西高等学校茶道部によるお手前披露、人権劇の上演、美術や
書道作品の展示を行い、交流を図った。

事 業 概 要 学校行事、部活動の合同実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

高等学校との交流を今後も図ってくださ
い。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－８　高等学校との連携強化 No. 50

事 業 名 連携強化のための体制づくり 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

中高一貫教育中高代表者会を組織し、中高一貫教育を推進した。

事 業 概 要 教員の増員・テレビ会議の充実

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 検討 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

中高一貫教育を現状のまま行ってくだ
さい。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－８　高等学校との連携強化 No. 51

事 業 名 中高一貫教育連携校の継続 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

阿波西高等学校と市場中学校、阿波中学校の間で教員の相互交流（教科指導）を実施した。生
徒の学校祭への参加、部活動での合同練習や部活動担当教員の交流を行った。

事 業 概 要 連携校の教員・生徒の交流

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

今後も学校祭等の行事への参加を行
い、中高一貫の連携に努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 １－８　高等学校との連携強化 No. 52

事 業 名 交流時の交通手段の確保 担　当　課 学校教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

連携の高等学校が近いので、交通手段は自転車を利用している。

事 業 概 要 バス等の導入

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 検討 検討 検討 検討

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

現状のまま行ってください。

検討 検討 検討 検討 検討

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６


